
令和８年４月１日付け 知事部局人事異動について 

１ 人事異動の概要 

県政の諸課題に対応するための組織改正に併せて、適材適所による人事体制を整備した。 
○令和８年４月異動 ： ９３７人  ←  令和７年４月異動 ： ９０８人 

※異動規模は近年900人前後で推移（R4年4月：885人、R5年4月：882人、R6年４月：902人） 

（１） 女性管理職日本一の水準がさらにアップ 
女性活躍における全国の最先進県として、男女問わず適材適所の職員配置に努めることで、管理職

の男女共同参画を進め、県政の主要施策を推進する。 
〔女性管理職員（部次長級）の主な異動〕 

◆男女協働未来創造本部次長 

 兼未来創造課長 

安養寺 由佳（次長級）  現 県民運動課長 

◆県土整備部次長兼県土総務課長 宮本 三枝子（次長級） 現 米子県土整備事務所副局長 

  兼建設総務課長 

〔管理職（課長級以上）に占める女性の割合〕  

  令和７年４月現在：２６．６％（10年連続全国第１位） ⇒ 令和８年４月（速報値） ２７．８％ 内閣府公表ベース 
全国一位であった前年度の水準がさらにアップし、女性活躍の場が拡大。 
※知事部局、病院局、教育委員会（学校の教員を除く）、各種委員会、警察本部を含む県全体 

※内閣府は、都道府県の女性管理職の割合を公表しており、例年、４月の状況を当該年度の２月頃に公表 

（参考）知事部局の管理職（課長級以上）職員の女性割合 ： ２１．６％ ⇒ ２２．６％ （８５名 → ９２名） 

（２）県政の主要課題への対応 
①人口減少社会に立ち向かう体制整備 

喫緊の課題である人口戦略の推進に向け、全庁を挙げて分野横断で取り組むため、政策統轄監の下に「人口戦略

推進本部」を設置。同本部に人口戦略課と産業クラスター室を設置し、産業政策と一体的に人口戦略や移住定住・

関係人口の増加を推進する。 

◆人口戦略推進本部長 松本 典久（部長級） 現 政策統轄総局長 

◆人口戦略課長 谷本 敦（課長級） 現 観光交流局国際観光課長 

◆人口戦略課産業クラスター室長 伊藤 康司（課長級） 現 商工政策課課長補佐 

②大規模行事に向けた体制整備 
令和8年に開催される「全国知事会議」や「ぼうさいこくたい2026in鳥取」に全庁を挙げて取り組むため、令和の改新

戦略本部政策戦略局総合統括課の体制を強化するととともにぼうさいこくたい等推進室を設置 

◆政策戦略局総合統括課長 松﨑 亮太（課長級）   現 市町村課長  

◆政策戦略局総合統括課 

ぼうさいこくたい等推進室長 

大谷 武彦（課長級）   現 危機管理部参事（ぼうさいこくたい推 

進担当） 

③クマ対策にかかる体制整備 
総合的なクマ対策を強力に推進するため、農林水産部農業振興局鳥獣対策課に「クマ対策室」を設置 

◆農業振興局鳥獣対策課長 近藤 寿代 （課長級）  現 同左 

◆農業振興局鳥獣対策課クマ対策室長 西 信介（課長級）     現 林業試験場森林管理研究室長 

④ネイチャーポジティブの推進に向けた体制整備 
企業等の参画・投資を得ながらネイチャーポジティブを推進していくため、生活環境部自然共生社会局自然共生課

にネイチャーポジティブ推進室を設置する。 

◆生活環境部参事監（ネイチャーポジティブ推

進担当）兼自然共生社会局自然共生課長 

中尾 和直（次長級） 現 自然共生社会局自然共生課長 

◆自然共生社会局自然共生課ネイチャーポジ

ティブ推進室長 

井上 正樹（課長級）  現 雇用人材局雇用・働き方政策課

課長補佐 
 

 


